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目  的 

 2010 年に学術誌「Educational Psychologist」が，2011

年には「Metacognition and Learning」がメタ認知の測定

に関する特集号を組むなど，メタ認知の測定に関する

研究は近年益々注目されている。Veenman（2011）は，

メタ認知の測定には質問紙やインタビューといったオ

フラインメソッドと，発話思考法や観察法といったオ

ンラインメソッドの 2 つのアプローチがあるが，自己

報告に頼るオフラインメソッドは記憶の失敗や歪みな

どに左右されるため，オンラインメソッドを用いたほ

うがよいと述べ，さらに，発話思考法は学習者に認知

的負荷をかけること，観察法は目立った行動しか捉え

られないことからこれらにも限界があるとして，新た

なオンラインによる測定法開発の必要性を主張してい

る。 

 そこで，本研究ではメタ認知をオンラインで捉える

方法として「ふきだし法」に着眼した。ふきだし法は，

亀岡（1990）によって提唱された小学校算数科におけ

る学習法で，問題解決の際に自己の思考の営みを記号

化（言語化，図化，式化）してノートにふきだしとし

て記述していく学習法である。ふきだし法を用いるこ

とによって，課題遂行時の内省的記述が多く得られる

ことから，メタ認知をオンラインで捉えるツールとし

ても有効なのではないかと考え，得られた記述の分類

と課題の正誤との関連性の検討を行った。 

方  法 

参加者と時期 私立小学校第 6 学年 2 学級の児童 57

名（男子 27 名，女子 30 名）を対象に，2014 年 5 月に

実施した。なお，この児童たちは第 4 学年からふきだ

し法を用いた算数科の授業に日常的に取り組んでおり，

ふきだし法に慣れ親しんでいる。 

使用課題 小学校算数科第 6 学年「数と計算」領域の

中から，児童がメタ認知を働かせ熟考しなければ解け

ないと思われる難易度のやや高い問題 1 題が担当教諭

によって選定された。 

手続き 課題は算数科の授業内（学級単位）で個別に

実施された。課題文が貼付されたノート形式のプリン

トを配布し，はじめに見通し段階として課題文を読ん

で考えたことを記述させた。次に，解決段階として実

際に問題を解く際に考えたことを記述させた。所要時

間は配布から回収まで含め，約 30 分間であった。 

コーディング ふきだし法によって得られた記述は，

Bannert et al.（2013）が自己調整学習の方略を発話思考

法によって分析するために用いたコーディングスキー

マを改変して援用した。コーディングは，第 1 筆者と

第 2 筆者が得られた記述 1 件ずつに対して協議して行

った。 

結果と考察 

 コーディングを行った正誤別の結果と，各カテゴリ

ーの記述数と課題の正誤との関連についてスピアマン

の順位相関係数を求めた結果を表 1 に示す。課題を解

くことができた児童は，解けなかった児童に比べてオ

リエンテーションの記述数が少なく，プランニングの

記述数が多いことが示された。また，メタ認知の 5 つ

のカテゴリーを合算した記述数と課題の正誤との関連

について分析した結果，解決段階のメタ認知の記述数

と課題の正誤との相関は，rs=.37, p<.01 であった。つま

り，解決段階においてメタ認知（特にもプランニング）

に関する記述が多い児童は，正答を導き出せているこ

とが確認された。今後は，課題数を増やし因果関係な

どについて詳しく分析を行っていく。 
 

表 1 各カテゴリーの記述数と課題の正誤との関連 

（正: N=12, 誤: N=45） 正誤（rs）  M SD 
メタ認知   

オリエンテーション -.30* 正 .08 .29 

誤 .67 .93 

プランニング .47** 正 2.83 1.40 

誤 1.24 1.19 

判断 .03 正 1.17 .94 
誤 1.09 .85 

評価 .25 正 .50 .67 

誤 .20 .50 

気づき .03 正 .25 .45 

誤 .27 .58 

感覚 -.12. 正 .42 .90 

誤 .64 1.03 

メタ認知（見通し段階） -.13 正 1.83 1.11 

誤 2.18 1.05 

メタ認知（解決段階） .37** 正 3.42 2.11 

誤 1.93 2.16 

メタ認知（合計） .21 正 5.25 2.56 

誤 4.11 2.34 

*p<.05, **p<.01   
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